
　　　 和2年がスタートしました。まずは、この一年が皆様にとりまして
健康に恵まれた良き年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。
昨秋来日したローマ教皇は、政教分離のないバチカン元首の立場から核
なき世界、原発への警鐘、弱者に寄り添う姿勢など、社会の課題に自ら
の考えを明確に示されました。
フランシスコ教皇はすべての命を守るために、多種性、多様性や相互尊
重、交わり、協力、そして慈しみの大切さを訴え、その実現のために一
人ひとりが一歩を踏み出すよう呼びかけました。どのような一歩を踏み
出すか自らに問いながら進んでまいりたいと考えます。
今年も、「子どもにツケをまわさない！」を基本姿勢として、県政発展
のため活動して参る所存でございます。
結びに、皆様のご健勝とご発展を祈念し、昨年に引き続きまして、本年
も更なるご指導・ご支援の程よろしくお願い申し上げます。
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　　　　　　　　　平成30年の本県への観光入
込客数は、昨年比0.1％増の5,253万人。また、宿泊

観 光振興について
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本県の観光入込客数の現状について　

客数は、3.1％増の399万人でございました。ご指摘のとお
り昨年度の目標値である、それぞれ5,300万人、400万人
に、あと一歩届かなかったところでございます。これは、昨年
は、６月の大阪地震、７月の西日本豪雨、そして台風21号な
ど相次いだ台風の襲来など、全国的に非常に多くの災害に
見舞われたこと、また県内で大型イベントが台風により中
止になったことなどが、大きな理由の一つであると考えてお
ります。こういった状況の下ではございますが、観光入込客
数は昨年よりも微増し、過去最高となったところでござい
ます。これは、３３年に一度の擽野寺御開帳など、本県の持
つ多彩な魅力を発信した観光キャンペーン「虹色の旅へ。滋
賀・びわ湖」を始めとして、市町や関係者と連携して取組ん
だ各種観光施策の効果と考えております。

　　　　　　　　　 昨年度における「ここ滋賀」で
の売上でございますが、マーケットにつきましては、

「ここ滋賀」について
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拠点内の売上の現状について

目標8,200万円に対し、売上は約9,700万円で、達成率は
118.6％でございました。他方、レストランにつきましては、目
標9,700万円に対し、売上は約6,600万円で、達成率は
68.4％、あわせまして全体では約1億6,400万円となりまし
て、達成率91.4％となっております。レストランの売上が目標
に達していないことが大きな課題であると認識しております。

　　　　　　　　　 昨年度の「ここ滋賀」が滋賀
県に及ぼす波及効果につきましては、5億7,500万
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経済効果に係る現状の評価について

円でございまして、目標に対する達成率は65.8％でござい
ました。これは、拠点での売上と情報発信に伴う効果がいず
れも目標を達しているものの、拠点外、ここ滋賀外での売上
と観光誘客に伴う効果が目標を大きく下回っていることに
よるものでございます。その要因といたしましては、拠点外
につきましては、「ここ滋賀」以外での新たな販路開拓が進
んでいないこと、観光誘客につきましては、「ここ滋賀」で得
た情報が観光誘客に結び付いていないことなどが要因と考
えておりまして、その対応が必要であると認識しております。

　　　　　　　　　 「ここ滋賀ショッピングサイ
ト」につきましては、「滋賀の名品サイト」を運営
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ここ滋賀ショッピングサイトの売上について

しています滋賀県中小企業団体中央会に委託し、運営
しているところでございますが、昨年度につきまして
は、売上目標5,400万円に対し、開設した8月28日か
ら3月末までの実績は約40万円、今年度につきまして
も、目標7,600万円に対し、10月末時点で約45万円と
大変厳しい状況であると認識しております。

　　　　　　　　　 売上が低迷している原因は
様々あると思われますが、そもそもサイトの認知

Q
A

「滋賀の名品サイト」との連携も含め、ここ滋賀ショッピン
グサイトの売上向上に向けどのように取り組んでいくのか

度自体が低いということ、また取扱商品が少ないとい
うこと、３番目にギフト商品などの品揃えがないなどが
考えられます。
これらの対策といたしましては、まず認知度につきまし
てはＳＥО対策、いわゆる検索していただく方へのヒッ
ト率を向上させる取組ですとか、位置情報を活用した
Ｗｅｂ上での広報などを行っており、これからも行って
まいりたいと考えております。２番目の商品の取り揃え
でございますが、県内事業者に対するきめ細やかな出
品への働きかけを行ってまいりたいと考えております。
また、ギフト商品につきましてはスカーレット関連商品
や、お中元・お歳暮セットなど魅力ある商品の展開など
を考えております。
　こうした対策につきましては、「滋賀の名品サイト」と
の連携が有効であると考えられますので、県と中央会、
そして「ここ滋賀」の運営事業者も交えて検討し、売上
向上に向けたさらなる取組を進めてまいりたいと考え
ております。Q

　　　　　　　　　 情報発信の成果でございま
すが、開館以来、ほぼ毎日、様々なテーマで企画A

「ここ滋賀」からの情報発信の成果について

　　「半分、青い。」の舞台となった岐阜県恵那市
では、ドラマ撮影で使われた商店街のアーチ等を譲
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NHKドラマ放映後の観光プログラムの磨き上げや
誘客の仕掛けへの取組について

り受け、展示するなどされていると伺っております。本県に
おきましても、ドラマ放送効果が一過性に終わることなく、
放送終了後も二度、三度と滋賀にお越しいただけるよう、ド
ラマに関連する展示やロケ地に関する情報の発信、信楽焼
と地酒やお茶を組み合わせた地場産業を盛り上げるため
の商品開発や発信、また、信楽の火祭りをはじめとする伝
統文化の紹介など、心を動かす体験をこれからも継続的に
提供してまいりたいと存じます。

        毎日、連続テレビ小説「スカーレット」で、
信楽、信楽焼、火鉢、滋賀県、琵琶湖などが取り上げA

られるという、こんなチャンスめったにないことです。さらに
加えて明智光秀公が主人公となる「麒麟がくる」が放映さ
れるということでございます。
まさに万載一遇の天の時を迎えていると思います。
　また、比叡山延暦寺や琵琶湖、これらはまさに私たちに
とって地の利でございます。かつ、京阪神から近く、中京圏
からも近い、また日本の真ん中にありいろんな方々に往来
していただきやすい、こういう場所にあるという地の利を活
かしていく。さらに、天の時、地の利を活かす、まさに今は人
の和をつくるときだろうということで、県や、行政だけでは
なく、民間の方々や、市町、観光協会の皆さま方、交通事業
者の皆さま方と一緒にこの機を活かしていく、そういった取
り組みをつくっていくことが一過性に終わらせず、継続的に
地場産業やそれぞれの地域を盛り上げるということに是非
つなげていきたいと考えて、このキャンペーンのこの時期を
しっかりと動かしていきたいと思います。

催事を開催し、滋賀の魅力を発信してきたところでご
ざいます。こうしたこともございまして、見込みより早
く、100万人を達成したと考えております。例えば、店
舗入り口に巨大な信楽焼のたぬきを置いてお出迎えを
すること等により、「信楽焼のたぬきをみて、スカーレッ
トの舞台が滋賀県だと知った」という声や、「「ここ滋
賀」で購入いただいた方に、滋賀の店舗にも来店いた
だけた」などの声もいただいておりまして、そういった
面では一定成果を感じているところでございます。
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